
特定外来生物概況調査について

１ 調査の経緯・目的

平成１７年６月１日より『外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（通

称：外来生物法）』が施行され、特定外来生物として指定された生物については、飼養、

栽培、保管又は運搬等の取扱いについて規制が行われている。

規制対象の特定外来生物には、現在８４種類が指定されているが、本県における特定

外来生物の分布状況については、実質的な調査がこれまで行われておらず、知見が不足

している状況であった。

こうしたことから、県内における特定外来生物の目撃情報や文献等の情報を収集整理

することにより、特定外来生物の生息・生育状況及び農林水産業・自然環境への影響に

ついて、概況を把握することを目的に昨年度、特定外来生物概況調査を実施した。

２ 調査方法

(1)文献調査

外来生物に関する各種文献（河川水辺の国勢調査、市町村自然史等）調査を行い、

特定外来生物の既存の確認情報について取りまとめを行った。

(2)アンケート調査

関係機関、団体等を対象にアンケート調査を行い、最近の生息・生育情報及び被

害に関する情報の収集を行った。

アンケート依頼先》

市町村、森林管理署、県内各農業協同組合、県内各内水面漁業協同組合、

県内各森林組合、鳥獣保護員、野生動植物保護アドバイザー、野生動植

物保護サポーター、県内自然保護団体など

(3)ヒアリング調査

県内の野生動植物の生息・生育状況に詳しい専門家（野生動植物保護アドバイザ

ーなど）、自然保護団体等にヒアリングを行い、特定外来生物の分布状況及び生態

等について最新の知見を得ることとした。

また、被害に関する情報については、農協等の情報提供者にヒアリングや現況確

認のための調査により、詳細な状況の把握に努めた。

３ 調査結果

（1）県内で確認された特定外来生物の概況

今回の文献調査ならびにアンケート調査の実施により、福島県内では特定外来生物１８

種の生息・生育情報が確認された。確認状況は表１のとおりである。



オオクチバス、コクチバス、ブルーギルについては、県内の広い水域で生息が確認され

ており、内水面漁業への被害がかねてより問題となっているほか、タナゴ類の捕食など生

態系への被害についても報告されている。

近年、県内で生息が確認され、被害の発生及び今後の被害拡大が懸念される特定外来生

物としてはアライグマが挙げられる。屋根裏への侵入など生活環境被害の他、小規模では

あるがトウモロコシの食害が報告されている。また、県ＲＤＢ絶滅危惧Ⅱ類のトウキョウ

サンショウウオ捕食等の影響が懸念されている。

本種は、当初、浜通りを中心として生息域が広がっていたが、中通りでも生息が確認

される等、ペットの遺棄・逃亡により分布域が拡大したものと考えられる。

この他、被害報告がある（被害を及ぼす可能性のある）特定外来生物としては、ガビチ

ョウ、ウチダザリガニ、オオハンゴンソウ、アレチウリの４種が挙げられる。

被害の詳細が不明であるものとしては、タイワンザル（アカゲザル）、ヌートリア、アメ

リカミンク、ウシガエル、チャネルキャットフィッシュ、セイヨウオオマルハナバチ、オ

オキンケイギク、ナルトサワギク、オオカワヂシャの９種が挙げられる。

また、県内で防除等の取り組みが行われているものとしては、裏磐梯地区における環境

省パークボランティアによるオオハンゴンソウの除去活動が挙げられる。

表１ 福島県内における特定外来生物の確認状況

 
文献 アンケート 農林漁業被害

人的・生活
環境被害

生態系被害農林漁業被害
人的・生活
環境被害

生態系被害

タイワンザル
アカゲザル

● ● ●

ヌートリア ● ● ●

アライグマ ● ● ● ● ○

アメリカミンク ● ● ●

鳥　類 ガビチョウ ● ● ○

爬虫類 カミツキガメ ●

両生類 ウシガエル ● ● ●

ブルーギル ● - ● ● ●

コクチバス ● - ● ● ●

オオクチバス
(ブラックバス) ● - ● ● ●

ﾁｬﾈﾙｷｬｯﾄﾌｨｯｼｭ ● - ●

甲殻類 ウチダザリガニ ● ● ● ○

昆虫類
ｾｲﾖｳｵｵﾏﾙﾊﾅﾊﾞ

ﾁ
● - ●

オオキンケイギク ● - ●

オオハンゴンソウ ● ● ○ ●

ナルトサワギク ● - ●

オオカワヂシャ ● - ●

アレチウリ ● ● ●

●：確認（報告）されている ○：可能性が高い -：アンケート対象外

福島県内で
の取り組み

種名
確認状況

県内における
被害が不明

県内における被害が大

植　物

県内における被害が有

哺乳類

魚　類

分類



４ 外来生物の概況

① タイワンザル・アカゲザル

② ヌートリア

③ アライグマ

④ アメリカミンク

⑤ ガビチョウ

⑥ カミツキガメ

⑦ ウシガエル

⑧ ブルーギル

⑨ コクチバス

⑩ オオクチバス

⑪ チャネルキャットフィッシュ

⑫ ウチダザリガニ

⑬ セイヨウオオマルハナバチ

⑭ オオキンケイギク

⑮ オオハンゴンソウ

⑯ ナルトサワギク

⑰ オオカワヂシャ

⑱ アレチウリ

５ 今後の対応について

今回の概況調査によって確認された特定外来生物１８種については、生態や県内での

分布状況及び被害発生の程度等を踏まえて、今後、専門家の意見等を聞きながら、効果

的な防除方法や防除体制の整備などの必要な対策について検討を進めていくこととする。

また、セイヨウオオマルハナバチやヌートリアなど、全県的な生息・生育状況や被害

状況について情報が不足している種については、引き続き野生動植物保護サポーター等

の協力により、継続的な情報の収集を行っていく。

なお、特定外来生物の防除等の対策を実施するにあたっては、一般県民の防除の必要

性についての理解及び実際的な協力が必要であることから、外来生物による影響につい

て理解の浸透を図っていきながら、必要に応じて関係機関と連携し、防除を図っていく

こととする。



今回の概況調査によって確認された特定外来生物１８種については、生態や県内での

分布状況及び被害発生の程度等を踏まえて、今後、専門家の意見等を聞きながら、効果

的な防除方法や防除体制の整備などの必要な対策について検討を進めていくこととする。

また、セイヨウオオマルハナバチやヌートリアなど、全県的な生息・生育状況や被害

状況について情報が不足している種については、引き続き野生動植物保護サポーター等

の協力により、継続的な情報の収集を行っていくこととしたい。

なお、本調査の結果については、市町村や農業協同組合などの関係機関に情報提供を

行うとともに、今後の生息状況や被害状況について継続して把握に努める必要があるこ

とから、新たな目撃情報や被害に関する情報について、県への情報提供を依頼すること

としたい。

特定外来生物の防除等の対策を実施するにあたっては、一般県民の防除の必要性につ

いての理解及び実際的な協力が必要であるが、現在のところ、本県においては外来生物

全般への関心が十分に高まっていないことから、本調査の結果についてホームページ等

に生息マップなどを掲載することにより、外来生物による影響について理解の浸透を図

っていくこととする。

さらに、教育機関との連携により、外来生物問題に関する研修を教員を対象として実

施するなど、小・中学生に対する普及啓発活動も強化していくこととしたい。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


